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結 果 





































調査票は里山と都市的地域の居住者合計 682 名に配布し、427 名から有効回答を得た（有効
回答率 62.6%）。因子分析の結果、里山では 5 因子構造（第 1 因子：近所関係の質、第 2 因
子：地域への愛着、第 3 因子：自然との共生、第 4 因子：信頼感、第 5 因子：地域参加）、都
市的地域では 4因子構造（第 1因子：近所関係の質、第 2因子：地域への愛着、第 3因子：自
然との共生、第 4 因子：信頼感）となった。両地域の因子得点の分析（Mann-Whitney 検定）
を行った結果、都市的地域よりも里山の方が有意に高い下位尺度得点を示したのは、第 1因子
「近所関係の質」（ｐ<.001）、第 3 因子「自然との共生」（ｐ<.001）、第 4 因子「信頼感」（ｐ






















1. 里山の SC は、地域の各種統計資料などといった量的情報からだけでは十分に把握できない
ため、 質的情報を重視することが重要である。 





3. 本研究で里山の SC には、多様な存在様態があることを示唆する結果が得られたことを踏ま
えると、その本質的な要素を捉えることは容易ではない。また、今日の専門職の医療・介
護・福祉部門等への分散配置を考えれば、里山の SC が各分野に必要な部分のみが把握され
ている可能性があり、場合によっては各分野の谷間に落ちてしまっていることも推測される。
しかし、地域住民が生活者であることを踏まえれば、地域の各部門の専門職は SC の要素を
分野横断的に共有し、協力して地域活動を展開することが望まれる。 
 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
１）論文要旨 
 本論文は、自然環境を始めとする、社会文化的脈絡の影響を強く受けると考えられる里山の
人々の暮らしに着目している。特に里山のソーシャル・キャピタルについて明らかにしながら、
その特徴と健康への影響について探究している。論文は 2部構成であり、研究Ⅰでは、予備調
査をふまえて里山に暮らす高齢者 10名に半構成的面接による質的研究を行なった。“近所を中
心とする人間関係”、“地域への意識・態度”、“地域内の関係性”、“自然との関係性”の 4つの
領域による 14のカテゴリーと 36のサブカテゴリーを導き出し、ソーシャル・キャピタルの構
造化を試みている。その結果、重要なソーシャル・キャピタルの要素には「人間関係の絆」、
「集落のまとまり」、「文化や伝統の継承」、「自然との共生」があった。  研究Ⅱでは、研究
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Ⅰで導き出された要素から質問項目を作成し、里山と都市部に在住する 427 名に量的調査を
行った。研究Ⅰで明らかにされた 16 の独自の項目を加えたソーシャル・キャピタルに関する
36 項目による因子分析により、里山と都市部のソーシャル・キャピタルの構成因子を抽出し
た。里山は、5 因子構造（“近所関係の質”、“地域への愛着”、“自然との共生”、“信頼感”、
“地域参加”）を示した。都市部は“地域参加”を除く 4因子構造であり、里山の下位尺度得点
は都市部に比べ全てにおいて高かった。さらに、健康関連 QOL（SF-8）の身体的健康と精神的
健康の 8項目を従属変数とした重回帰分析により里山と都市部の健康への影響を検討した。里
山の“地域への愛着”と精神的健康に有意差が認められた。これらの結果から、今後の地域保
健活動で質的情報を重視すること、ソーシャル・キャピタルの施策立案、活動の各部門の横断
的な協議・協働について検討し提言を試みている。 
 
２）審査結果 
 審査では、前期の審査の指摘に対する修正内容を確認した。序論並びに研究目的、文献検討、
研究Ⅰ・Ⅱから導き出された看護への示唆を提言に繋げながら、看護の視点からの記述を熟考
し加筆すること、提言は具体的に示すこと。インタビューガイド、量的調査における調査項目
の抽出過程を加筆すること、研究Ⅰで明らかにされたカテゴリーの関係性を語りから検討する
こと、タイトル等にあるソーシャル・キャピタルの特徴と論文に規定している定義との整合性
を検討すること、要旨および要約は指摘に対応して加筆・修正するなどであった。 
審査委員会は、ほぼ、指摘された内容の修正が行われていることを確認した。その他、本文
中のいくつかの説明に関する記載を再検討すること、ソーシャル・キャピタルの概念図の微調
整、導き出されたカテゴリーの関係性の検討、看護への示唆を結論に加筆すること、文献の記
載を正確に行うことなどについて加筆・修正を求めた。審査委員会は再度提出された論文が適
正に加筆・修正されていることを確認した。 
 本論文は、里山のソーシャル・キャピタルに着目し、失われつつある里山の強みを構造的に
導きだし、都市部との違いを明確にしている。このことは、里山のソーシャル・キャピタルを
基盤にした看護介入を検討していくうえで有用な知見である。特に様々な議論の中で、一般的
な合意が存在していないソーシャル・キャピタルの考え方を看護の分野に持ち込み検討したこ
とは、先駆的な視点をもった取り組みとして評価できる。今後、この研究から明らかにされた
里山のソーシャル・キャピタルに着目した看護介入、すなわち人間関係の絆や集落のまとまり
に着目しながら、文化や伝統の継承や自然との共生を尊重する看護実践を重ねることにより、
わが国の多くの里山に暮らす人々の健康行動を支える看護活動への発展が期待できる。また、
縦割り行政を乗り越えて、活動部門の連携や直に地域に入りこむことの必要性に気付くなど、
研究者の今後の活動に期待ができる。加えて、里山のソーシャル・キャピタルを捉える尺度の
洗練を目指した研究課題の発展に期待するものである。 
 以上により、本論文は独自性と学際的意義を有し、博士論文（看護学）として相応しいもの
であると判断し、学位規則第４条第 1項に定める博士（看護学）の学位を授与するに値するも
のと認める。また、本学生を看護学における研究活動を自立して行うために必要な研究能力を
有するものと認め、最終試験に合格したと判定する。 
